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 特集１  第３回臨床哲学フォーラム（シリーズ：ふるいにかけられる声を聴く） 

テーマ｢書くことと、考えること、行動すること｣ 

 

栗田隆子さんへの感想文② 

 

井上 瞳 

 

 

今回、初めて臨床哲学のイベントに参加しました。栗田さんのお話を聞くのも初めてでし

た。「書くことと、考えること、行動すること」というタイトルだったので、参加前は、ど

のようにすれば積極的に書き、考え、行動していくことができるのかというお話なのかと想

像していました。ですが、栗田さんのお話は、書くこと、考えること、行動することの手前

にある、「言葉にならないこと」、「呻き」をめぐるお話でした。 

「言葉にならないこと」「呻き」といったもやもや、違和感にどう向き合うか。イベント

に参加した当時、私は言葉にならないものをどうにか言葉にしようしていました。ですが、

栗田さんが「呻き」という言葉を大切にしておられる姿を見て、私はそうした違和感をがむ

しゃらに言葉するだけでなく、そこから聞こえる声を聞くことができるのではないかと思

いました。 

では、そうした声——栗田さんの言葉では「呻き」——を聞くとはどういうことなのか。

イベントに参加しながら、それは話すことなのではないかと思いました。もちろん一度でピ

タリとくる言葉をあてることはできなくても、自分に対して、他者に対して、それを聞き届

ける存在に対して話し続けること。もしかすると「なんだか違う気がする」という違和感は

拭いきれずずっとあるかもしれない。それでもぽつりぽつりと話し、言葉にする。言葉にし

た次の瞬間にはまた逃れていく。そうした言葉の「手前」に、話すという仕方で立ち会いつ

づけることについて、栗田さんのお話を聞きながら考えました。 

イベント後半で、3～4 人の小グループに分かれました。そこではひとりずつ順番に話す

時間がありました。イベントが始まる前、私は「どれだけクリアに話すことができるか」と

かなり意気込んでいました。ですが、ほかの参加者の方々のお話を聞きながら考えたのは、

形をえて言葉になったものはもちろん、まさに言葉になろうとしているものについてでし

た。 

イベントに参加する前、「書くこと、考えること、行動すること」に伴う「書かれなかっ

たこと、考えられなかったこと、行動としてあらわれなかったこと」に私はもどかしさを感

じていました。ですがそうした書かれなかったこと、考えられなかったこと、行動としてあ

らわれなかったことは、単なる空白地帯ではなく問いかけなのかもしれないと、今回のイベ

ントを通じて考えました。 

（いのうえ・ひとみ） 

一




